
了
祥
師
の
「
誓
名
別
信
計
」
に
つ
い
て
の
疑
問

紅

楳

英

顕

は
じ
め
に

　
「
誓
名
別
悪
計
」
と
は
大
谷
派
（
東
本
願
寺
系
）
の
了
祥
師
（
一
七
八
八
一
一

八
四
三
）
が
『
歎
異
砂
聞
記
』
に
お
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
異
義
八
章
と
い

わ
れ
る
後
半
の
第
十
一
章
か
ら
第
十
八
章
の
異
義
の
内
容
に
つ
い
て
、

　
　
さ
て
後
八
章
に
誠
二
異
義
一
i
中
略
一
誓
名
別
信
と
専
修
二
面
で
異
義
の
体

　
　
は
き
ま
る
。
全
体
こ
れ
が
御
消
息
に
あ
る
一
念
の
諄
ひ
と
云
ふ
こ
と
、
そ
の

　
化
け
た
が
誓
名
別
信
な
り
、
多
念
の
化
け
た
が
専
修
責
善
な
り
。
第
一
・
第

　
　
二
章
は
正
名
別
信
の
慰
め
、
第
三
・
第
四
は
専
修
賢
善
の
誠
め
、
後
の
四
章

　
　
は
二
二
の
中
、
ま
ぜ
こ
ぜ
に
出
し
た
も
の
、
こ
れ
は
其
の
上
に
至
っ
て
み
つ

　
　
べ
し
。
な
ん
で
も
其
の
大
体
は
念
仏
ぎ
ら
い
で
、
念
仏
を
す
て
て
本
願
を
信

　
ず
る
と
い
う
邪
義
と
、
な
ん
で
も
念
仏
を
つ
か
ま
え
て
賢
善
を
筈
る
邪
義

　
と
、
こ
の
犬
と
猿
の
喧
嘩
が
大
体
に
な
る
。
　
（
続
真
宗
大
系
一
二
の
二
二
）

　
　
　
　
　
了
祥
師
の
「
誓
名
別
信
計
」
に
つ
い
て
の
疑
問

と
述
べ
、
更
に
こ
こ
の
「
後
の
四
章
（
第
十
五
章
、
第
十
六
章
、
第
十
七
章
、
第

十
八
章
）
は
二
執
の
中
、
ま
ぜ
こ
ぜ
に
出
し
た
も
の
」
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
両
計
交
誠
、
こ
れ
が
第
十
五
章
よ
り
第
十
八
章
ま
で
で
、
そ
の
中
、
第
十

　
　
五
の
即
身
成
仏
は
廃
称
名
の
方
の
異
義
、
第
十
六
の
常
恒
廻
心
は
執
善
悪
の

　
　
方
の
異
義
、
第
十
七
辺
地
堕
獄
は
短
命
称
名
の
誠
、
第
十
八
の
施
量
別
報
は

　
　
又
執
善
悪
の
誠
。
一
章
つ
つ
や
り
ち
が
へ
に
挙
げ
て
食
む
る
で
、
両
計
素
懐

　
　
と
科
す
る
。
　
（
同
＝
一
二
）

と
述
べ
て
い
る
。
　
『
歎
異
抄
』
後
半
の
八
章
を
誓
留
別
信
計
（
第
十
一
章
、
第
十

二
章
、
第
十
五
章
、
第
十
七
章
）
と
専
修
賢
善
計
（
第
十
三
章
、
第
十
四
章
、
第

十
六
章
、
第
十
八
章
）
と
に
分
け
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
歎
異
抄
』
の
作
者
を

河
和
田
の
唯
円
と
論
じ
た
こ
と
と
並
び
称
さ
れ
る
了
粗
皮
の
『
歎
異
妙
聞
記
』
に

お
け
る
功
業
で
あ
り
、
現
代
ほ
ぼ
常
識
化
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
の

も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
先
に
発
表
し
た
拙
稿
「
歎
異
書
第
九
章
の
一
考
察
」
で
了
祥
師
が
第
十
一
章
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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了
祥
師
の
「
誓
名
別
信
計
」
に
つ
い
て
の
疑
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む

つ
い
て
「
誓
願
の
不
思
議
を
む
ね
と
信
じ
た
て
ま
つ
れ
ぽ
、
名
号
の
不
思
議
も
具

足
し
て
」
と
あ
る
と
こ
ろ
で
（
む
ね
と
）
の
三
字
の
な
い
本
に
よ
る
べ
き
こ
と
の

　
　
　
　
　
②

主
張
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
「
全
体
念
仏
々
々
と
云
ふ
と
何
か
別
の
行
法
の
様
な

が
、
念
仏
が
弥
陀
を
頼
む
こ
と
。
我
が
叶
は
ず
し
て
仏
を
頼
む
が
念
仏
な
れ
ぽ
、

よ
く
弁
え
て
み
る
と
念
仏
に
自
力
と
い
う
こ
と
は
な
い
」
等
と
の
主
張
を
し
て
い

③
る
と
こ
ろ
が
ら
、
念
仏
重
視
の
余
り
、
念
仏
信
心
同
執
的
（
誓
名
同
執
的
）
と
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
私
見
を
述
べ
た
。
本
稿
で
は
大
谷
大
学
教
授
細
川

行
信
氏
の
御
好
意
に
よ
り
『
歎
異
白
話
記
』
よ
り
十
三
年
前
に
了
祥
師
が
講
述
し

　
　
　
　
　
④

た
と
い
わ
れ
る
細
川
氏
が
所
蔵
し
て
お
ら
れ
る
『
歎
異
妙
耳
喰
』
を
直
接
見
る
機

会
を
得
た
の
で
、
　
『
歎
異
砂
聞
記
』
　
（
続
真
宗
大
系
所
収
）
に
加
え
て
『
歎
異
紗

耳
准
』
を
資
料
と
し
て
、
更
に
こ
の
点
の
検
討
を
し
た
い
と
思
う
。

了
祥
師
に
お
け
る
室
名
別
信
計
の
意
味

　
上
に
示
し
た
よ
う
に
了
祥
忌
の
い
う
品
名
別
信
と
は
単
に
誓
願
不
思
議
と
名
号

不
思
議
と
を
別
の
も
の
と
し
て
信
ず
る
と
い
う
だ
け
の
意
味
で
は
な
く
、
一
念
義

系
の
系
統
で
あ
り
、
念
仏
ぎ
ら
い
で
念
仏
を
す
て
て
本
願
を
信
ず
る
こ
と
を
主
張

す
る
邪
義
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
ま
た
『
聞
記
』
　
（
二
二
）
第
十
一
、
誓
名
別
信
章
（
上
）
に
は
、

　
　
　
さ
て
虚
名
別
信
計
の
四
章
の
根
本
は
、
名
号
念
仏
を
自
力
と
す
て
て
本
願

　
　
他
力
を
信
ず
る
、
そ
こ
に
こ
だ
わ
る
か
ら
、
其
の
義
を
う
る
学
文
を
す
す
め

　
　
念
仏
も
入
ら
ぬ
と
云
ふ
て
、
即
身
成
仏
と
思
ひ
、
念
仏
し
て
辺
地
に
生
ま
る

　
　
れ
ぽ
つ
い
に
堕
獄
も
す
る
と
云
ふ
。
其
の
も
と
の
あ
や
ま
り
が
誓
文
別
信
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
え
に
、
是
を
第
一
に
挙
げ
た
も
の
。
　
（
続
真
宗
大
系
一
二
の
二
二
三
）

と
も
あ
る
よ
う
に
、
名
号
念
仏
を
自
力
と
し
て
す
て
、
本
願
他
力
を
信
ず
る
と
い

う
こ
と
に
こ
だ
わ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
根
本
と
な
っ
て
第
十
二

章
（
学
を
す
す
め
て
念
仏
も
い
ら
ぬ
）
、
第
十
五
章
（
即
身
成
仏
）
、
第
十
七
章

（
念
仏
し
て
辺
地
に
革
ま
る
れ
ぽ
、
つ
い
に
堕
獄
す
る
）
の
問
題
と
な
っ
て
い
く

と
論
じ
て
い
る
。

二
　
文
献
的
立
場
か
ら
み
た
問
題
点

　
『
耳
喰
』
下
の
第
十
一
章
に
お
け
る
「
こ
れ
は
誓
願
の
不
思
議
を
（
む
ね
と
）

信
じ
た
て
ま
つ
れ
ば
…
…
」
の
釈
下
に
、

　
　
　
○
誓
願
の
不
思
議
ヲ
信
ジ
タ
テ
マ
ツ
レ
バ
L
ト
キ
ニ
髪
二
憎
ヰ
コ
ト
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
リ
、
一
本
二
髪
ニ
ム
ネ
ト
云
三
字
置
入
レ
タ
ア
リ
、
法
要
及
異
本
ヂ
ヤ
、
髪

　
　
ニ
ム
ネ
ト
云
字
ヲ
入
レ
テ
ハ
タ
マ
ラ
ヌ
、
本
願
や
名
号
、
名
号
や
本
願
デ
、

　
　
本
願
モ
ト
ヨ
リ
念
仏
往
生
ノ
谷
戸
シ
テ
誓
願
名
号
二
喰
ヰ
付
ル
処
デ
ハ
ナ
ヰ

　
　
ホ
ル
ニ
愛
二
誓
願
不
思
議
ノ
方
ニ
ム
ネ
ト
云
字
ヲ
入
ル
Σ
ト
誓
願
不
思
議
ヲ

　
　
ム
ネ
ト
信
ジ
テ
名
号
不
思
議
ヲ
信
ズ
ル
方
ハ
鐘
声
ナ
ル
、
由
テ
彼
ノ
法
要
ヲ

　
　
細
工
シ
タ
奴
ハ
全
体
法
体
募
リ
デ
念
仏
往
生
ハ
嫌
ヒ
ヂ
や
二
二
誓
願
不
思
議

　
　
ノ
方
が
甘
ヰ
、
ソ
コ
デ
ム
ネ
ト
古
字
ヲ
加
ヘ
タ
モ
ノ
、
但
シ
ソ
コ
ニ
ア
ル
ハ

　
　
　
⑥

　
　
末
灯
ノ
方
二
信
心
ア
リ
ト
モ
名
号
ヲ
称
ヘ
サ
ラ
ン
素
語
ナ
ク
候
、
マ
タ
一
向

　
　
名
号
ヲ
称
フ
ト
モ
信
心
浅
ク
バ
往
生
シ
ガ
タ
ク
候
ト
挙
テ
置
テ
詮
ズ
ル
処
、

　
　
名
号
ヲ
称
フ
ト
イ
フ
ト
モ
他
力
本
願
ヲ
信
ゼ
ザ
ラ
ン
ハ
辺
地
二
生
ル
ベ
シ
ト

　
　
ア
リ
、
コ
レ
デ
ミ
ル
ト
信
ジ
テ
モ
称
ヘ
テ
モ
他
力
本
願
ヲ
信
ゼ
ネ
バ
往
生
ガ
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ナ
ラ
ヌ
様
ナ
、
夫
デ
ハ
誓
願
不
思
議
ヲ
信
ズ
ル
デ
ナ
ヰ
欺
ト
云
二
其
様
ナ
コ

　
　
ト
ハ
云
ナ
直
二
前
口
、
サ
レ
バ
念
仏
往
生
ト
深
ク
信
ジ
テ
ホ
モ
名
号
ヲ
称
フ

　
　
ト
ア
ル
、
サ
レ
バ
他
力
本
願
ト
云
が
即
念
仏
往
生
ノ
願
デ
夫
ヲ
称
ヘ
ル
汐
先

　
　
腰
カ
ケ
テ
飲
ム
カ
ヲ
思
テ
薬
ヲ
忘
レ
タ
様
二
他
力
ヲ
知
ラ
ヌ
が
悪
ヰ
ガ
ト
云

　
　
フ
コ
ト
デ
コ
ソ
ア
レ
誓
願
不
思
議
ヲ
ム
ネ
ト
忍
事
ヨ
ト
云
フ
コ
ト
デ
ハ
ナ

　
　
ヰ
、
由
テ
ム
ネ
ト
云
三
字
ハ
可
除
、

と
あ
る
。
上
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
了
祥
師
は
第
十
　
章
の
「
こ
れ
は
誓
願
の
不

思
議
を
（
ね
む
と
）
信
じ
た
て
ま
つ
れ
ば
…
…
」
の
文
に
つ
い
て
（
む
ね
と
）
の

三
字
の
あ
る
本
は
誤
り
で
あ
る
と
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
　
『
聞
記
』
⇔
校
定
異
本

に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
　
第
十
一
章
の
誓
願
名
号
の
下
に
「
誓
願
の
不
思
議
を
む
ね
と
信
じ
た
て
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
つ
れ
ぽ
」
と
い
う
本
が
あ
る
。
西
の
『
真
宗
法
要
』
は
、
是
が
正
本
に
し
て

　
　
あ
る
。
　
『
法
要
』
は
校
合
に
ま
で
、
此
の
む
ね
と
と
い
ふ
字
の
有
無
が
評
し

　
　
て
は
な
い
、
諸
本
共
に
皆
あ
る
と
い
う
意
、
時
に
、
こ
の
三
仮
名
の
三
字
ぢ

　
　
や
が
通
れ
甚
だ
ゆ
る
せ
ぬ
。
こ
れ
は
其
の
処
で
弁
ず
る
が
、
全
体
此
紗
で
異

　
　
義
を
誠
め
る
が
八
章
、
其
の
第
一
が
誓
願
名
号
各
別
の
異
義
、
こ
れ
が
極
の

　
　
異
義
故
に
初
に
出
し
て
讃
し
た
も
の
一
中
略
一
然
る
に
ご
玉
に
む
ね
と
と
云

　
　
ふ
三
字
を
入
れ
る
こ
と
、
祖
訓
も
水
の
泡
と
消
え
る
。
唯
円
の
遺
訓
も
間
違

　
　
ふ
て
し
ま
う
様
に
な
る
。
こ
の
三
字
、
此
紗
の
鶴
毒
、
香
月
院
な
ど
も
こ
x

　
　
を
見
残
さ
れ
た
は
残
念
な
り
。
1
中
略
一
薄
れ
う
ろ
り
と
す
る
と
心
得
違
ふ

　
　
て
迷
ふ
処
で
誓
願
の
方
を
む
ね
と
信
じ
、
念
仏
は
夫
へ
入
れ
た
い
様
に
な

　
　
る
。
夫
で
は
水
の
外
に
波
を
信
じ
た
る
が
如
し
。
い
か
な
る
尼
も
漸
々
も
称

　
　
ふ
れ
ぽ
助
か
る
称
え
る
数
に
も
よ
ら
ず
、
其
の
愚
な
凡
夫
が
往
生
す
る
念
仏

　
　
　
　
　
了
祥
師
の
「
誓
名
別
信
計
」
に
つ
い
て
の
疑
問

　
　
の
外
に
誓
願
の
不
思
議
あ
る
べ
き
、
称
ふ
れ
ば
凡
夫
の
仏
に
な
る
が
誓
願
の

　
　
不
思
議
な
り
。
依
て
、
吾
祖
の
相
承
よ
り
推
し
て
も
こ
の
砂
の
文
よ
り
推
し

　
　
て
も
、
む
ね
の
字
は
決
し
て
な
い
筈
。
（
続
真
宗
大
系
二
一
の
九
）

と
あ
り
、
ま
た
『
聞
記
』
　
（
二
二
）
第
十
一
、
品
名
別
信
章
（
上
）
に
、

　
　
　
西
の
『
真
宗
法
要
』
に
正
本
と
し
て
出
し
た
文
、
　
「
誓
願
不
思
議
を
む
ね

　
　
と
信
じ
た
て
ま
つ
れ
ば
」
に
作
る
。
此
の
む
ね
と
の
三
字
を
入
れ
た
る
義
の

　
　
非
な
る
こ
と
は
、
前
に
弁
ず
る
が
如
し
1
中
略
一
全
体
西
は
帰
宿
と
い
ふ
が

　
　
大
の
法
体
募
。
夫
れ
よ
り
知
空
、
法
森
な
ど
と
続
い
て
く
る
で
皆
法
体
に
目

　
　
が
腐
り
て
居
る
。
　
（
同
二
二
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

等
と
あ
る
。
　
「
む
ね
と
」
の
三
字
に
つ
い
て
の
先
の
拙
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、

『
歎
異
言
』
の
多
く
の
諸
本
の
中
で
第
十
一
章
に
「
む
ね
と
」
の
三
字
が
な
い
の

は
、
僅
か
に
『
元
禄
四
年
刊
歎
異
砂
』
と
『
真
宗
仮
名
聖
教
所
収
本
』
の
江
戸
時

代
刊
本
の
二
つ
だ
け
で
あ
る
。
現
存
最
古
の
写
本
で
あ
る
前
野
本
を
は
じ
め
と

し
、
室
町
時
代
の
写
本
で
あ
る
端
ノ
坊
本
（
永
正
本
）
、
　
毫
摂
本
、
光
徳
本
、
妙

琳
本
、
龍
谷
大
学
本
、
端
ノ
坊
別
本
に
は
全
部
「
む
ね
と
」
の
三
字
が
あ
る
の
で

　
⑨

あ
る
。
上
引
の
よ
う
に
了
祥
師
は
「
む
ね
と
」
の
三
字
が
あ
る
な
ら
ば
、
敷
設
別

信
計
を
誠
め
る
祖
訓
も
水
の
泡
と
消
え
、
作
者
酒
虫
の
遺
訓
も
間
違
え
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
、
こ
の
紗
の
文
よ
り
推
し
て
も
道
理
か
ら
推
し
て
も
「
む
ね
と
」
の

字
は
決
っ
し
て
な
い
筈
だ
と
強
く
述
べ
、
西
派
で
は
「
む
ね
と
」
の
三
字
を
入
れ

て
正
本
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
法
体
募
り
で
念
仏
往
生
を
嫌
う
も
の
の
す
る
こ

と
で
あ
り
、
西
派
の
西
吟
・
知
空
・
法
森
下
は
皆
法
体
募
り
で
あ
る
と
述
べ
、
あ

た
か
も
誓
名
別
信
計
の
異
義
者
で
あ
る
か
の
ご
と
く
非
難
す
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
上
述
の
よ
う
に
文
献
的
立
場
よ
り
み
て
「
む
ね
と
」
の
三
字
は
元
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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了
祥
師
の
「
誓
名
別
信
計
」
に
つ
い
て
の
疑
問

あ
っ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
了
王
師
は
『
聞
記
』
　
（
二
二
）
第
十
一
誓
名
言
信
章
（
上
）
で
高
田
本
の

『
和
讃
』
に
つ
い
て
、

　
　
　
さ
て
高
田
本
に
は
冠
頭
の
二
首
な
し
。
然
る
に
「
無
明
法
性
」
の
讃
が
終

　
　
り
に
入
れ
て
あ
る
。
弥
陀
も
我
も
同
一
真
如
法
性
と
い
う
『
和
讃
』
で
、
吾

　
　
祖
に
決
し
て
此
の
讃
な
し
。
是
は
名
号
を
す
て
て
、
誓
願
に
執
ず
る
邪
意
か

　
　
ら
入
れ
た
も
の
。
依
っ
て
巻
頭
の
二
首
、
初
の
讃
が
己
れ
等
の
呵
ら
れ
る
讃

　
　
ゆ
え
、
是
は
入
れ
ぬ
、
古
来
草
稿
の
『
和
讃
』
な
ど
と
い
ふ
は
信
じ
難
し
、

　
　
草
稿
で
も
何
で
も
「
無
明
法
性
」
の
『
和
讃
』
の
あ
る
べ
き
言
な
し
。
　
（
続

　
　
真
宗
大
系
一
＝
の
二
二
七
）

と
述
べ
て
、
高
田
本
の
『
浄
土
和
讃
』
の
冠
頭
に
文
明
本
に
は
あ
る
「
弥
陀
の
名

号
と
な
へ
っ
つ
　
信
心
ま
こ
と
に
う
る
ひ
と
は
　
憶
念
の
心
つ
ね
に
し
て
　
仏
恩

報
ず
る
お
も
ひ
あ
り
」
「
誓
願
不
思
議
を
う
た
が
ひ
て
　
御
名
を
称
す
る
往
生
は

宮
殿
の
う
ち
に
五
百
歳
　
む
な
し
く
す
ぐ
と
そ
　
と
き
た
ま
ふ
」
と
あ
る
二
首
の

『
和
讃
』
が
な
い
こ
と
と
、
逆
に
文
明
本
に
は
な
い
「
無
明
法
性
こ
と
な
れ
ど

心
は
す
な
わ
ち
ひ
と
つ
な
り
　
こ
の
心
す
な
わ
ち
浬
薬
な
り
　
こ
の
心
す
な
わ
ち

如
来
な
り
」
の
『
和
讃
』
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
了
景
雲
は
弥
陀
も
坐
れ
も
同

一
真
如
法
性
と
い
っ
て
即
身
成
仏
を
語
る
よ
う
な
「
無
明
法
性
」
の
『
和
讃
』
が

宗
祖
に
絶
対
あ
る
訳
が
な
い
と
述
べ
、
こ
れ
は
念
仏
を
き
ら
っ
て
誓
願
に
執
ず
る

誓
名
品
信
計
の
邪
意
か
ら
で
た
も
の
で
あ
り
、
高
田
本
で
巻
頭
が
な
い
の
は
初
の

讃
で
あ
る
「
弥
陀
の
名
号
と
な
へ
っ
つ
　
信
心
ま
こ
と
に
う
る
ひ
と
は
…
…
」
の

『
和
讃
』
が
念
仏
を
き
ら
う
自
分
達
の
見
解
と
相
違
し
て
お
り
呵
ら
れ
る
か
ら
省

い
た
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
現
代
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

高
田
本
の
『
和
讃
』
は
文
献
的
に
最
も
価
値
の
高
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
　
「
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

明
法
性
」
の
讃
も
『
親
心
聖
人
真
蹟
集
成
』
に
お
さ
め
ら
れ
て
お
り
、
弟
子
の
書

写
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
聖
人
の
『
和
讃
』
と
し
て
文
献
的
価

値
の
高
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
『
和
讃
』
が
あ
る
は
ず
は
な
い
と
す
る
副
祥
師
の

主
張
は
成
り
た
た
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
第
十
　
章
の
「
む
ね
と
」
の
三
字
に
つ
い
て
も
、
高
田
本
『
和

讃
』
に
つ
い
て
も
文
献
的
立
場
か
ら
は
い
ず
れ
も
成
り
た
た
な
い
こ
と
で
あ
る
。

高
田
本
『
和
讃
』
の
問
題
も
了
祥
が
即
身
成
仏
を
語
る
第
十
五
章
を
高
名
別
信
計

に
属
す
る
も
の
と
す
る
根
拠
が
否
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
重
要
な
こ
と
で
あ
る

が
、
こ
と
に
第
十
一
章
の
「
む
ね
と
」
の
三
字
の
問
題
は
了
単
手
の
主
張
の
根
幹

に
か
か
わ
る
大
き
な
問
題
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

三
　
教
学
立
場
か
ら
み
た
問
題
点

　
上
述
の
よ
う
に
了
祥
師
は
『
巴
瓦
抄
』
第
十
一
章
の
「
誓
願
不
思
議
を
（
む
ね

と
）
信
じ
た
て
ま
つ
れ
ぽ
」
の
（
む
ね
と
）
の
三
字
置
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
あ
り
、
三
字
の
あ
る
も
の
を
正
本
と
す
る
者
は
、
法
体
募
り
で
念
仏
を
嫌
う
誓

名
別
高
等
的
の
者
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
上
述
の
よ
う
に
文
献
的
立

場
か
ら
み
れ
ば
（
む
ね
と
）
の
三
字
は
元
来
あ
っ
た
と
考
え
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
従

っ
て
（
む
ね
と
）
の
三
字
が
絶
対
的
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
了
君
権

の
考
え
方
自
体
に
問
題
は
な
い
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
教
学
的
立
場
よ
り
論
考

し
た
い
と
思
う
。

　
『
高
慢
』
下
の
第
十
一
差
別
不
思
議
制
の
「
…
…
本
願
に
相
応
し
て
実
報
土
に
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往
生
す
る
な
り
…
…
」
の
濫
読
に
、

　
　
　
○
本
願
二
相
応
シ
テ
L
モ
ト
順
彼
仏
願
故
ノ
意
也
、
只
信
ジ
テ
称
ヘ
ヨ
ト

　
　
云
が
選
択
摂
取
シ
テ
正
ク
定
タ
業
ナ
レ
バ
信
ジ
テ
念
仏
申
ス
ガ
本
願
ノ
通
り

　
　
ヂ
ヤ
　
○
実
報
土
二
往
生
ス
ル
ナ
リ
」
タ
ト
へ
唱
ヘ
テ
モ
或
一
計
ヲ
交
ヘ
テ

　
　
ハ
化
土
ナ
リ
、
ヨ
シ
や
信
ジ
テ
モ
称
ヘ
ネ
バ
不
生
ナ
リ
、
計
ヒ
ナ
ク
信
ジ
テ

　
　
称
ヘ
タ
デ
本
願
ノ
ア
リ
ノ
儘
ナ
レ
バ
真
実
報
土
二
往
生
ス
ル
ナ
リ
、

と
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
糞
壷
師
は
誓
名
論
詫
言
と
は
一
念
義
の
系
統
で
念
仏

ぎ
ら
い
で
念
仏
を
す
て
て
本
願
を
信
ず
る
と
い
う
瓦
之
だ
と
い
う
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
称
え
る
こ
と
を
強
調
し
て
「
ヨ
シ
や
信
ジ
テ
モ
称
ヘ
ネ
バ
不
生
ナ
リ
」

と
あ
る
よ
う
に
往
生
に
は
信
心
だ
け
で
な
く
念
仏
も
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
か
の

よ
う
な
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
点
に
つ
い
て
『
島
々
』
上
第
一
章
釈

下
に
、

　
　
　
マ
タ
信
心
ヲ
要
ト
ス
ル
デ
南
元
仏
ダ
ケ
デ
ハ
済
マ
ヌ
ゾ
ヨ
、
マ
タ
信
計
リ

　
　
ト
云
テ
念
仏
止
テ
一
心
マ
ヌ
ゾ
ヨ
「
信
心
ア
リ
ト
モ
名
号
称
ヘ
サ
ラ
ン
ハ
詮

　
　
ナ
ク
候
止
往
生
シ
ガ
タ
ク
候
、
詮
ズ
ル
処
ハ
本
願
他
力
ヲ
指
宿
ザ
ラ
ン
一
辺

　
　
地
ノ
往
生
ニ
テ
ア
ル
ベ
ク
候
」

と
、
歎
異
心
第
一
章
の
「
信
心
を
要
と
す
と
し
る
べ
し
」
の
釈
に
お
い
て
、
信
心

だ
け
で
な
く
念
仏
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
も
『
末
灯
妙
』
の

爲
，

文
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
の
信
心
の
必
要
な
る
こ
と
を
述
べ
た

「
一
向
名
号
と
な
ふ
と
も
信
心
あ
さ
く
ぼ
往
生
し
が
た
く
候
」
の
文
を
抜
い
て
い

る
の
で
あ
る
。
念
仏
ぎ
ら
い
を
き
ら
う
念
仏
強
調
派
の
了
祥
師
の
姿
勢
が
窺
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
『
聞
記
』
　
（
二
六
）
第
十
一
、
誓
名
別
信
章
（
下
）
に
、

　
　
　
　
　
了
祥
師
の
「
誓
名
別
信
計
」
に
つ
い
て
の
疑
問

　
　
　
然
れ
ば
「
た
だ
念
仏
し
て
」
と
云
う
て
も
信
は
離
れ
ぬ
。
　
「
信
心
を
要
と

　
　
す
」
と
云
う
て
も
念
仏
は
離
れ
ぬ
。
依
っ
て
此
様
な
こ
と
は
、
往
生
の
大
事

　
　
ぢ
ゃ
で
、
一
部
へ
か
け
て
研
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
た
だ
念
仏
で
あ
っ
て
も
信
ま

　
　
で
払
う
た
「
た
だ
」
で
は
な
い
。
た
だ
念
仏
す
る
と
云
ふ
が
、
即
ち
信
じ
て

　
　
称
え
る
こ
と
。
　
「
信
心
を
要
と
す
」
と
い
え
ど
も
念
仏
不
要
に
あ
ら
ず
、
信

　
　
じ
て
必
ず
称
ふ
る
こ
と
。
然
る
に
わ
が
胸
に
邪
執
が
あ
る
と
文
を
曲
げ
る
様

　
　
に
な
る
の
で
広
く
直
上
を
合
し
て
可
／
知
。
　
（
続
真
宗
大
系
二
一
の
三
〇
一
）

と
あ
る
。
　
「
信
心
を
要
と
す
」
と
い
っ
て
も
、
信
じ
て
必
ず
称
え
る
こ
と
で
あ
る

と
主
張
し
て
い
る
。
上
引
の
『
耳
喰
』
の
よ
う
に
「
信
ジ
テ
モ
称
ヘ
ネ
バ
不
生
ナ

リ
」
と
ま
で
は
い
っ
て
い
な
い
が
念
仏
が
欠
け
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
同
様
な
こ
と
が
『
聞
記
』
　
（
二
二
）
第
十
一
、
誓
名
別
信
章
（
上
）
に

も
、　

　
　
柱
に
木
は
ど
う
し
て
も
離
れ
ず
、
本
願
に
名
号
は
ど
う
し
て
も
離
れ
ぬ
、

　
　
依
っ
て
、
実
は
た
の
ん
で
唱
え
て
御
助
け
な
り
。
其
の
と
な
え
る
を
た
の
む

　
　
へ
込
め
て
、
た
の
む
者
を
御
助
け
と
こ
そ
あ
れ
、
た
の
む
中
に
と
な
へ
る
を

　
　
こ
め
ぬ
と
誓
願
不
思
議
の
方
に
執
ず
る
こ
と
に
な
る
。
　
（
同
二
二
四
）

等
と
あ
る
よ
う
に
、
た
の
む
者
を
お
助
け
と
い
っ
て
も
「
た
の
ん
で
称
え
る
」
こ

と
で
あ
る
と
述
べ
、
た
の
む
（
信
心
）
の
み
な
ら
ず
必
ず
念
仏
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
『
耳
喰
』
上
に
は
、

　
　
　
コ
X
ロ
ニ
信
ズ
ル
信
心
ト
、
ロ
ニ
称
ル
念
仏
ト
違
フ
様
二
伸
テ
ハ
、
今
家

　
　
ノ
法
門
ハ
全
ク
分
ラ
ヌ

と
あ
り
、
ま
た
同
じ
『
耳
喰
』
上
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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了
祥
師
の
「
誓
名
別
信
計
」
に
つ
い
て
の
疑
問

　
　
　
由
テ
浄
土
門
ノ
里
帰
ハ
本
願
や
名
号
、
名
号
や
本
願
、
信
ジ
テ
念
仏
ス

　
　
ル
、
髪
二
結
着
ス
、
信
ズ
ル
ト
ハ
、
ド
ウ
信
ズ
ル
ヂ
ャ
、
名
号
二
願
行
具
足

　
　
ス
ル
デ
、
タ
迎
年
レ
バ
助
カ
ル
ト
信
ズ
ル
、
ホ
レ
バ
一
心
二
念
仏
ス
ル
が
直

　
　
二
本
願
ヲ
信
ジ
テ
ジ
ャ

等
と
あ
る
よ
う
に
、
口
で
念
仏
を
と
な
え
る
こ
と
が
信
心
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
『
聞
記
』
　
（
二
六
）
第
十
一
、
違
名
別
信
章
（
下
）
に
も
、

　
　
　
其
の
帰
す
る
処
は
皆
た
ゴ
念
仏
し
て
助
け
ら
る
る
と
信
ず
る
。
こ
の
御
相

　
　
承
で
貫
か
ぬ
は
な
い
。
さ
れ
ば
祖
訓
十
章
垂
誠
八
條
、
今
こ
の
紗
全
部
、

　
　
此
の
一
言
が
本
と
な
る
こ
と
を
知
る
べ
し
。
但
し
呉
れ
ぐ
も
注
意
し
て
お

　
　
く
は
、
た
ぼ
念
仏
し
て
と
伝
ふ
が
直
に
信
心
、
信
の
外
に
行
な
く
、
行
の
外

　
　
に
信
な
し
。
信
心
を
要
と
顕
は
す
こ
の
紗
、
即
ち
た
だ
念
仏
し
て
と
同
じ
こ

　
　
と
、
　
（
続
真
宗
大
系
二
三
八
）

と
あ
る
よ
う
に
、
念
仏
が
直
に
信
心
で
あ
り
、
念
仏
の
他
に
信
心
は
な
い
と
述
べ

て
い
る
。
そ
し
て
『
聞
記
』
同
第
十
一
、
誓
名
別
信
章
（
下
）
に
は
、

　
　
　
全
体
念
仏
々
々
と
云
ふ
と
何
か
別
の
行
法
の
様
な
が
、
念
仏
は
弥
陀
を
頼

　
　
む
こ
と
、
我
が
叶
は
ず
し
て
仏
を
頼
む
が
念
仏
な
れ
ば
、
よ
く
弁
へ
て
み
る

　
　
と
念
仏
に
自
力
と
い
ふ
こ
と
は
な
い
（
同
二
七
七
）

と
あ
り
、
口
で
と
な
え
る
念
仏
に
自
力
の
念
仏
と
い
う
も
の
は
な
い
と
も
述
べ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
誓
名
別
信
計
を
念
仏
を
す
て
る
邪
義
と
非
難
し
て
、
念
仏
を
強

調
す
る
の
が
耳
払
師
で
あ
る
が
、
そ
の
主
張
に
は
往
生
の
た
め
に
は
信
心
だ
け
で

は
だ
め
で
あ
り
念
仏
が
必
ず
必
要
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
見
解
、
口
で
念
仏
す
れ

ぽ
直
に
信
心
で
あ
り
、
念
仏
に
自
力
・
他
力
は
な
く
自
力
の
念
仏
は
な
い
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

よ
う
な
見
解
等
、
宗
祖
（
親
里
聖
人
）
の
意
を
逸
脱
す
る
と
も
思
え
る
よ
う
な
所

見
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
宗
祖
に
お
い
て
は
往
生
の
因
は
信
心
一
つ
で
あ
る
。
古
来
「
信
心
正
因
」
と
い

わ
れ
て
い
る
こ
と
で
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
論
ず
る
ま
で
も
な
い
。
　
『
正
信
偶
』
に

は
「
正
定
之
因
唯
信
心
」
　
（
真
青
全
二
の
四
五
）
　
『
正
賢
臣
和
讃
』
に
は
「
不
思

議
の
仏
智
を
信
ず
る
を
　
報
土
の
因
と
し
た
ま
へ
り
　
信
心
の
正
因
う
る
こ
と

は
　
か
た
き
が
中
に
な
お
か
た
し
」
　
（
同
五
二
一
）
と
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。
と

く
に
『
信
巻
』
の
本
願
成
就
文
の
釈
で
「
聞
其
名
号
信
心
歓
喜
乃
至
一
念
」
　
（
同

四
九
）
の
釈
で
一
念
を
法
然
上
人
は
行
（
念
仏
）
の
「
念
と
し
た
の
を
宗
祖
は
信

の
一
念
と
し
、
こ
の
信
の
一
念
に
正
定
聚
不
退
転
に
住
す
と
釈
し
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
全
く
往
因
と
し
て
の
念
仏
は
介
入
し
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
念
仏
に
つ

い
て
も
、
念
仏
の
中
に
自
力
の
念
仏
と
他
力
の
念
仏
の
あ
る
こ
と
を
厳
し
く
分
別

し
、
独
自
の
釈
顕
に
よ
る
二
十
願
真
芯
自
力
念
仏
を
摘
出
し
て
十
八
願
弘
願
他
力

念
仏
と
の
相
違
を
明
確
し
た
の
が
宗
祖
で
あ
る
。
　
『
信
巻
に
「
真
実
の
信
心
は
必

ず
名
号
を
具
す
、
名
号
は
必
ず
し
も
願
力
の
信
心
を
具
せ
ざ
る
也
」
　
（
同
六
八
）

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
念
仏
に
も
信
不
具
の
自
力
の
も
の
が
多
い
こ
と
を
語
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
了
祥
師
の
述
べ
る
よ
う
な
「
往
生
に
は
信
心
だ
け
で
な
く
念

仏
も
必
要
」
と
か
「
念
仏
す
る
こ
と
が
信
心
で
あ
る
」
と
か
「
念
仏
は
す
べ
て
他

力
で
あ
り
、
念
仏
に
自
力
と
い
う
こ
と
は
な
い
」
等
の
表
現
は
大
い
に
問
題
を
感

じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
更
に
第
十
一
章
終
り
の
「
信
ぜ
ざ
れ
ど
も
辺
地
解
慢
・
疑
城
胎
宮
に
往
生
し

て
、
二
黒
の
願
ゆ
へ
に
…
…
」
の
釈
を
窺
う
と
、
　
『
耳
翼
』
下
、
第
十
一
差
別
不

思
議
制
に
、
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○
妙
理
ザ
レ
ド
モ
」
ト
ハ
信
ゼ
ザ
レ
ド
モ
自
然
二
真
如
ノ
門
別
転
入
ス
ル

　
　
ノ
意
味
ナ
リ
、
仏
智
不
思
議
四
民
ゼ
ネ
ド
モ
念
仏
申
ス
ダ
ケ
ノ
カ
ア
リ
ー
中

　
　
略
f
果
遂
の
願
ユ
ヘ
ニ
」
ッ
ヰ
く
ニ
ハ
果
シ
遂
ゲ
テ
真
実
報
土
へ
参
ラ
セ

　
　
ウ
ノ
ニ
十
願
ナ
リ
○
ッ
ヰ
ニ
報
土
生
ズ
ル
ハ
L
地
獄
一
一
ハ
落
チ
ヌ
遂
ニ
ハ
報

　
　
土
二
行
ク
○
名
号
不
思
議
ノ
カ
ナ
リ
」
霊
化
土
互
生
マ
ル
玉
モ
称
ヘ
タ
レ
パ

　
　
コ
ソ
生
マ
レ
タ
レ
、
又
夫
ガ
モ
ト
ニ
ナ
リ
テ
遂
ニ
ハ
報
土
造
モ
行
ク
ナ
リ
。

と
あ
る
。
ま
た
『
聞
記
』
　
（
二
二
）
第
十
一
、
誓
名
題
信
章
（
上
）
に
、

　
　
　
「
信
ぜ
ざ
れ
ど
も
」
等
と
は
1
中
略
1
た
と
ひ
名
号
は
信
ぜ
ず
と
も
、
称

　
　
ふ
れ
ぽ
遂
に
は
報
土
に
生
る
。
夫
を
辺
地
よ
り
地
獄
に
ゆ
く
な
ど
と
は
、
過

　
　
ぎ
た
る
難
な
り
。
　
（
続
真
宗
大
系
二
三
三
）

と
あ
る
。
こ
こ
に
「
仏
聖
不
思
議
ハ
信
ゼ
ネ
ド
モ
念
仏
申
ス
ダ
ケ
ノ
カ
ア
リ
」
、

「
其
場
土
砂
生
マ
ル
x
モ
称
ヘ
タ
レ
バ
コ
ソ
生
マ
レ
タ
レ
」
、
「
た
と
ひ
名
号
を
信

ぜ
ず
と
も
、
称
ふ
れ
ぽ
遂
に
は
報
土
に
生
る
」
等
と
あ
る
よ
う
に
、
信
な
き
自
力

念
仏
で
も
称
え
れ
ば
雲
母
が
あ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
宗
祖
は
「
化
下
巻
」
　
「
真
景
釈
」
に
「
凡
そ
大
小
聖
人

↓
切
善
人
、
本
願
の
嘉
号
を
以
て
己
れ
が
善
根
と
為
す
る
が
故
に
、
信
を
生
ず
る

こ
と
能
は
ず
、
仏
智
を
了
ら
ず
、
彼
の
因
を
建
立
せ
る
こ
と
を
了
知
す
る
こ
と
能

は
ざ
る
が
故
に
報
土
に
入
る
こ
と
書
き
也
」
　
（
真
聖
全
二
の
一
六
五
）
と
述
べ
た

り
、
ま
た
『
正
像
末
和
讃
』
に
「
真
実
信
心
の
称
名
は
　
弥
陀
回
向
の
法
な
れ
ぽ

不
回
向
と
な
づ
け
て
ぞ
　
自
力
の
称
念
き
ら
は
る
瓦
（
同
五
二
〇
）
等
と
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
本
願
の
愈
愈
（
名
号
）
を
自
分
の
善
根
と
す
る
自
力
念
仏
を
厳
し

く
廃
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
了
祥
師
の
よ
う
に
自
力
の
念
仏
の
称
功
を
語
る
よ
う

な
見
解
が
果
し
て
宗
祖
の
意
に
適
う
も
の
で
あ
る
か
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
了
祥
師
の
「
誓
名
別
信
計
」
に
つ
い
て
の
疑
問

　
以
上
、
誓
名
望
信
計
を
一
念
義
甲
で
念
仏
ぎ
ら
い
と
非
難
す
る
俗
議
師
の
、

く
に
念
仏
観
に
つ
い
て
教
学
的
立
場
か
ら
感
じ
ら
れ
る
問
題
点
を
考
察
し
た
。

四

宗
祖
（
親
鷺
聖
人
）
に
お
け
る
誓
願

不
思
議
と
名
号
不
思
議

と

　
宗
祖
は
『
末
灯
紗
』
九
「
誓
願
名
号
同
一
事
」
に
、

　
　
　
誓
願
・
名
号
と
ま
ふ
し
て
か
は
り
た
る
こ
と
候
わ
ず
、
誓
願
を
は
な
れ
た

　
　
る
名
号
も
候
わ
ず
、
名
号
を
は
な
れ
た
る
誓
願
も
候
わ
ず
候
。
か
く
ま
ふ
し

　
　
さ
ふ
ら
ふ
も
は
か
ら
ひ
に
て
候
な
り
。
た
ゴ
誓
願
不
思
議
と
信
じ
、
ま
た
名

　
　
号
を
不
思
議
と
一
念
信
じ
と
な
え
つ
る
う
へ
は
何
条
わ
が
は
か
ら
ひ
を
い
た

　
　
す
べ
き
。
き
x
わ
け
、
し
り
わ
く
る
な
ど
わ
づ
ら
は
し
く
は
お
ほ
せ
ら
れ
さ

　
　
ふ
ら
ふ
や
ら
ん
、
こ
れ
み
な
ひ
が
ご
と
に
て
候
な
り
、
た
慧
不
思
議
と
信
じ
つ

　
　
る
う
へ
は
、
と
か
く
御
は
か
ら
ひ
あ
る
べ
か
ら
ず
候
。
（
真
壁
全
二
の
六
六
九
）

と
述
べ
て
い
る
。
宗
祖
の
当
時
誓
願
不
思
議
と
名
号
不
思
議
と
が
別
の
も
の
で
あ

る
と
主
張
す
る
も
の
が
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
宗
祖
は
こ
の
二
つ
は
か
わ
り
な
い
も

の
で
あ
り
、
き
き
わ
け
し
り
わ
く
る
必
要
は
な
く
、
は
か
ら
い
あ
る
べ
か
ら
ず
と

い
っ
て
い
る
。
こ
の
『
末
灯
妙
』
第
九
の
「
誓
願
名
号
同
一
事
」
で
述
べ
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
文
字
通
り
誓
願
と
名
号
は
同
一
で
あ
り
別
の
も
の
で
は
な
い
、
と
い

う
こ
と
だ
け
で
あ
り
、
了
皇
師
の
い
う
よ
う
な
誓
名
別
信
計
が
一
念
義
心
の
念
仏

ぎ
ら
い
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
全
く
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
『
軸
心
』
下
、
第
十
一
差
別
不
思
議
制
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
　
末
灯
妙
廿
四
丁
二
教
権
ヘ
ノ
御
返
事
ニ
モ
コ
ノ
コ
ト
が
出
テ
居
り
其
肩
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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了
祥
師
の
「
誓
名
別
信
計
」
に
つ
い
て
の
疑
問

　
　
ニ
ハ
誓
願
名
号
同
一
ノ
事
ト
有
テ
吾
祖
御
在
世
カ
ラ
コ
ノ
異
義
有
タ
コ
ト
X

　
　
見
ル
ナ
リ
、
ト
キ
ニ
二
二
仰
ラ
レ
タ
処
デ
ハ
タ
ゴ
誓
願
ヲ
信
ス
ル
ト
名
号
ヲ

　
　
信
ズ
ル
ト
訳
が
異
ル
様
二
云
立
タ
コ
ト
エ
見
ヘ
テ
其
ノ
異
差
ノ
様
子
ガ
ト
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
　
ト
五
分
ラ
ヌ
、
ホ
ル
ニ
真
宗
亀
鑑
ト
云
書
ア
リ
夫
ハ
吾
祖
ノ
種
々
ノ
短
ヒ
御

　
　
言
等
ヲ
挙
タ
モ
ノ
ナ
リ
、
其
亀
鑑
上
計
ニ
ア
ル
処
デ
ミ
レ
バ
、
誓
願
不
思
議

　
　
デ
信
ズ
ル
方
ガ
ヨ
ク
テ
名
号
不
思
議
ヲ
信
ズ
ル
方
ハ
何
ニ
モ
セ
ヨ
格
別
ナ
ヰ

　
　
方
ヂ
ヤ
、
夫
ハ
タ
父
誓
願
ノ
不
思
議
デ
助
ル
ト
ニ
タ
心
ナ
ク
念
仏
ス
ル
ハ
他

　
　
力
真
実
ノ
信
心
ナ
リ
、
又
称
フ
レ
バ
助
玉
フ
ゾ
ト
名
号
ノ
不
思
議
ヲ
信
ジ
テ

　
　
唱
ル
一
二
力
ノ
中
ノ
自
力
ヂ
ヤ
ト
云
テ
ア
ル
、
コ
ノ
真
宗
亀
鑑
、
格
別
証
拠

　
　
ニ
ナ
ル
物
デ
ハ
ナ
ヰ
が
愛
ノ
乾
田
末
活
餌
此
二
二
御
破
シ
ナ
サ
レ
味
読
義
二

　
　
当
ル
様
ナ
デ
先
ズ
夫
二
依
テ
可
心
得
、
コ
レ
機
ヲ
ツ
ク
ベ
キ
コ
ト
デ
、
今
世

　
　
ノ
流
行
ゴ
ト
ガ
コ
ト
ニ
ヨ
ル
ト
、
コ
ノ
御
破
斥
ニ
ア
タ
ル
也
、
只
本
願
他
力

　
　
デ
往
生
ス
ル
ゾ
ヨ
ト
信
ズ
ル
方
ハ
ヨ
ヒ
他
力
ノ
信
デ
、
称
レ
バ
助
ル
ゾ
ヨ
ト

　
　
信
ズ
ル
念
仏
往
生
ノ
信
心
日
長
力
、
浄
土
宗
ク
サ
ヒ
自
力
ノ
垢
ノ
離
レ
ヌ
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
心
ノ
称
ナ
機
ガ
ス
ル
、
夫
デ
ハ
世
祖
、
如
信
上
人
の
御
呵
二
値
ナ
リ

と
あ
り
、
ま
た
『
聞
記
』
　
（
二
）
校
定
異
本
に
は
、

　
　
　
さ
て
、
是
は
傍
論
の
や
う
な
が
『
真
宗
亀
鑑
』
と
云
ふ
書
あ
り
、
蓮
沼
房

　
　
が
唯
円
房
へ
送
り
た
書
じ
ゃ
と
云
ふ
事
也
。
然
る
に
、
こ
れ
中
古
の
贋
物

　
　
で
、
こ
い
つ
豊
野
各
別
の
邪
義
な
り
と
目
は
つ
け
て
置
い
た
が
、
ど
う
し
て

　
　
蓮
位
が
唯
円
へ
贈
っ
た
書
と
偽
せ
た
か
と
云
ふ
処
に
心
が
付
か
な
ん
だ
が
憎

　
　
ひ
奴
で
、
性
信
・
蓮
位
と
云
は
れ
る
高
弟
の
蓮
位
を
も
ち
出
し
て
、
唯
円
へ

　
　
贈
る
書
と
偽
っ
た
は
、
唯
円
と
み
え
る
こ
の
『
歎
異
妙
』
を
破
る
つ
も
り
、

　
　
依
て
『
真
宗
亀
鑑
』
は
、
こ
の
紗
の
敵
な
り
と
み
つ
べ
し
（
続
真
宗
大
系
二
十

八

　
　
一
の
一
〇
）

と
あ
る
。
特
に
『
耳
喰
』
の
所
述
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
了
楽
師
自
身
も
『
末

灯
紗
』
か
ら
は
種
名
重
信
の
異
義
の
様
子
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
『
真
宗
亀
鑑
』

の
誓
願
不
思
議
を
信
ず
る
の
が
他
力
真
実
の
信
心
で
あ
り
、
と
な
う
れ
ぽ
た
す
か

る
と
い
う
名
号
不
思
議
を
信
ず
る
の
は
他
力
の
中
の
自
力
で
あ
る
と
い
う
見
解

が
、
　
『
瓦
灯
妙
』
や
『
歎
異
抄
』
で
心
し
て
い
る
も
の
に
当
る
よ
う
だ
と
い
う
こ

と
か
ら
、
誓
泣
別
豊
前
と
は
念
仏
ぎ
ら
い
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
も
つ
に
至
っ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。
了
祥
師
自
身
も
「
格
別
証
拠
ニ
ナ
ル
物
デ
ナ
ヰ
」
と
い
っ
て

い
る
し
、
ま
た
『
聞
記
』
に
お
い
て
も
了
祥
師
自
身
が
「
中
古
の
贋
物
」
と
い
っ

て
い
る
の
で
あ
り
、
　
『
真
宗
亀
鑑
』
の
所
述
が
た
だ
ち
に
『
忍
泣
紗
』
や
『
比
島

抄
』
の
誓
願
名
号
論
に
結
び
つ
く
か
ど
う
か
は
一
考
を
要
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
宗
祖
の
『
末
層
累
』
で
い
う
「
誓
願
名
号
同
一
」
と
い
う
こ
と
は
、
誓
願

と
名
号
を
別
の
も
の
と
考
え
る
見
解
を
漏
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
了
祥
師
の
主
張

す
る
よ
う
に
念
仏
ぎ
ら
い
を
破
す
る
と
い
う
意
味
を
含
む
も
の
で
あ
る
と
は
断
定

で
き
な
い
の
で
あ
る
。
上
諭
の
『
耳
准
』
に
「
今
世
ノ
流
行
ゴ
ト
ガ
コ
ト
ニ
ヨ
ル

ト
、
コ
ノ
御
破
斥
ニ
ア
タ
ル
也
、
只
本
願
他
力
デ
往
生
ス
ル
ゾ
ヨ
ト
信
ズ
ル
方
ハ

ヨ
ヒ
他
力
ノ
信
デ
、
称
レ
パ
助
ル
ゾ
ヨ
ト
信
ズ
ル
念
仏
往
生
ノ
信
心
ハ
何
力
…
…
」

と
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
窺
え
る
よ
う
に
念
仏
強
調
派
の
了
祥
師
が
そ
れ
と
対
立
す
る

念
仏
ぎ
ら
い
の
主
張
を
破
そ
う
と
す
る
や
や
感
情
的
な
気
持
が
「
誓
願
名
号
同

一
」
と
『
真
宗
亀
鑑
』
の
所
述
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
る
。
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五

『
歎
再
嫁
』
第
十
一
章
に
お
け
る

誓
願
不
思
議
と
名
号
不
思
議

　
了
祥
師
は
『
聞
記
』
で
「
（
二
二
）
第
十
↓
、
誓
名
別
信
章
（
上
）
」
と
、
第
十

一
章
を
誓
名
家
信
章
と
名
づ
け
て
、

　
　
　
十
一
・
十
二
・
十
五
・
十
七
・
こ
の
四
章
が
誓
尺
別
信
に
あ
た
る
一
中
略

　
　
1
さ
て
官
名
別
信
の
四
章
の
根
本
は
名
号
念
仏
を
自
力
と
す
て
て
本
願
他
力

　
　
を
信
ず
る
、
そ
こ
に
こ
だ
わ
る
か
ら
、
其
の
義
を
う
る
麗
麗
を
す
す
め
念
仏

　
　
も
い
ら
ぬ
と
云
ふ
て
、
即
身
成
仏
と
思
ひ
、
念
仏
し
て
辺
地
に
生
ま
る
れ
ば

　
　
つ
い
に
堕
獄
も
す
る
と
云
ふ
、
そ
の
も
と
の
あ
や
ま
り
が
、
誓
名
七
曲
ゆ
え

　
　
に
是
を
第
一
に
挙
げ
た
も
の
。
　
（
続
真
宗
大
系
二
十
一
の
二
二
三
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
十
一
章
こ
そ
が
、
誓
直
別
信
計
の
根
本
で
あ
る
名
号
念
仏

を
自
力
と
す
て
て
本
願
他
力
を
信
ず
る
と
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ
る
見
解
、
即
ち
念

仏
ぎ
ら
い
の
邪
義
を
弔
す
る
章
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
『
歎
異
抄
』
第
十
一
章
に
は
、

　
　
　
一
文
不
通
の
と
も
が
ら
の
念
仏
ま
ふ
す
に
あ
ふ
て
、
な
ん
じ
は
誓
願
不
思

　
　
議
を
信
じ
て
念
仏
ま
ふ
す
か
、
ま
た
、
名
号
不
思
議
を
信
ず
る
か
と
い
ひ
お

　
　
ど
ろ
か
し
て
、
ふ
た
つ
の
不
思
議
を
子
細
を
も
分
明
に
い
ひ
ひ
ら
か
ず
し

　
　
て
、
ひ
と
の
こ
玉
ろ
を
ま
ど
は
す
こ
と
。
こ
の
条
か
へ
す
が
へ
す
も
、
こ
エ

　
　
ろ
を
と
ゴ
め
て
お
も
ひ
わ
く
べ
き
こ
と
な
り
1
中
略
1
こ
れ
は
誓
願
の
不
思

　
　
議
を
（
む
ね
と
）
信
じ
た
て
ま
つ
れ
ば
、
名
号
の
不
思
議
も
具
足
し
て
、
誓

　
　
願
名
号
の
不
思
議
、
ひ
と
つ
に
し
て
さ
ら
に
こ
と
な
る
こ
と
な
き
な
り
。
つ

　
　
　
　
　
了
祥
師
の
「
誓
名
別
信
計
」
に
つ
い
て
の
疑
問

　
　
ぎ
に
み
つ
か
ら
の
は
か
ら
い
を
さ
し
は
さ
み
て
一
中
略
一
誓
願
不
思
議
を
ば

　
　
た
の
ま
ず
し
て
、
わ
が
こ
x
う
に
往
生
の
業
を
ば
は
げ
み
て
ま
ふ
す
と
こ
ろ

　
　
の
念
仏
を
も
自
行
に
な
す
な
り
、
こ
の
ひ
と
は
名
号
の
不
思
議
を
も
ま
た
信

　
　
ぜ
ざ
る
な
り
。
　
（
真
聖
全
二
の
七
七
九
）

と
あ
る
。
こ
れ
は
上
に
論
じ
た
『
平
起
砂
』
九
「
誓
願
名
号
同
一
事
」
の
内
容
と

同
じ
で
「
誓
願
・
名
号
の
不
思
議
ひ
と
つ
に
し
て
さ
ら
に
こ
と
な
る
こ
と
な
き
な

り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
誓
願
不
思
議
と
名
号
不
思
議
を
別
の
も
の
と
考
え
る
こ
と

を
批
判
し
た
も
の
で
あ
り
、
念
仏
を
き
ら
う
云
云
の
問
題
は
こ
こ
に
は
出
さ
れ
て

い
な
い
。
　
「
こ
れ
は
誓
願
の
不
思
議
を
（
む
ね
と
）
信
じ
た
て
ま
つ
れ
ぽ
、
名
号

の
不
思
議
を
具
足
し
て
」
の
（
む
ね
と
）
の
三
字
の
問
題
も
上
に
論
じ
た
よ
う

に
、
文
献
的
に
み
て
「
む
ね
と
」
の
三
字
の
あ
る
も
の
が
正
当
と
考
え
る
べ
き
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
点
か
ら
も
了
祥
師
の
主
張
は
通
り
に
く
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た

「
つ
ぎ
に
み
つ
か
ら
の
は
か
ら
い
さ
し
は
さ
み
て
…
…
念
仏
を
も
自
行
に
な
す
…

…
」
と
あ
る
と
こ
ろ
は
念
仏
ぎ
ら
い
を
批
判
す
る
の
で
は
な
く
自
力
念
仏
を
批
判

し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
第
十
一
章
で
批
判
し
て
い
る
誓
願
不
思
議
と
名
号
不

思
議
と
を
別
と
考
え
る
人
達
の
中
に
は
念
仏
ぎ
ら
い
の
み
で
は
な
く
、
自
力
念
仏

の
も
の
も
い
る
こ
と
を
第
十
一
章
は
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
女
面
師
が
「
そ
の

も
と
の
あ
や
ま
り
が
、
誓
名
別
話
ゆ
え
に
こ
れ
を
第
一
に
挙
げ
た
も
の
」
と
い
う

よ
う
に
第
十
一
章
を
念
仏
ぎ
ら
い
の
み
を
批
判
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
い
う
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
更
に
第
十
一
章
の
終
り
に
、

　
　
　
信
ぜ
ざ
れ
ど
も
、
辺
地
解
慢
・
疑
城
野
宮
に
も
往
生
し
て
、
脂
血
の
願
ゆ

　
　
へ
に
、
つ
み
に
報
土
に
生
ず
る
は
名
号
不
思
議
の
ち
か
ら
な
り
、
こ
れ
す
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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了
祥
師
の
「
誓
名
別
信
計
」
に
つ
い
て
の
疑
問

　
　
わ
ち
、
誓
願
不
思
議
の
ゆ
へ
な
れ
ば
、
た
黛
ひ
と
つ
な
る
べ
し
。
（
真
聖
全
二

　
　
の
七
八
○
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

と
あ
る
の
で
あ
る
が
、
上
に
論
じ
た
よ
う
に
、
了
祥
師
は
「
信
ぜ
ざ
れ
ど
も
…
…

名
号
不
思
議
の
ち
か
ら
な
り
」
を
あ
た
か
も
信
心
具
足
の
自
力
念
仏
に
称
功
を
語

ろ
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
解
釈
を
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
「
こ

れ
す
な
わ
ち
誓
願
不
思
議
の
ゆ
へ
な
れ
ば
た
だ
ひ
と
つ
な
る
べ
し
」
と
あ
る
よ
う

に
、
誓
願
不
思
議
と
一
つ
に
な
っ
て
他
力
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
自
力
念
仏
の
称
功
を
認
め
る
見
解
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
誓

願
名
号
同
一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
『
歎
馬
指
』
第
十
一
章
に
お
け
る
批
判
は
文
字
通
り
誓
願
不
思

議
と
名
号
不
思
議
を
別
の
も
の
と
考
え
る
見
解
を
得
す
る
も
の
で
あ
り
、
了
煮
転

の
い
う
よ
う
な
意
味
で
の
誓
選
別
信
計
、
即
ち
念
仏
ぎ
ら
い
を
破
し
て
い
る
訳
で

は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

六
　
了
祥
師
に
お
け
る
信
心
と
念
仏

　
以
上
論
じ
て
き
た
よ
う
に
二
塁
師
の
主
張
は
全
般
的
に
念
仏
強
調
の
傾
向
に
あ

る
。
本
来
が
念
仏
強
調
派
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
上
述
の
よ
う
に
、
了
祥
師
の
当

時
、
称
う
れ
ば
助
か
る
そ
よ
と
信
ず
る
念
仏
往
生
の
信
心
は
浄
土
霊
的
で
自
力
く

さ
い
と
い
う
よ
う
な
念
仏
を
き
ら
う
意
見
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
状

況
下
で
了
祥
師
は
『
真
宗
亀
鑑
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
誓
名
を
別
干
し

て
念
仏
を
き
ら
う
見
解
を
『
末
灯
砂
』
の
「
誓
願
名
号
同
一
事
」
や
『
歎
樹
帯
』

第
十
一
章
で
寓
し
た
も
の
と
み
て
、
こ
と
さ
ら
自
説
の
念
仏
強
調
の
主
張
を
展
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
三
、
教
学
的
立
場
か
ら
み
た
問
題
点
、
で
論
じ
た
よ

う
に
、
往
生
に
は
信
心
だ
け
で
な
く
念
仏
も
必
ず
必
要
で
あ
る
か
の
よ
う
な
見

解
、
念
仏
即
信
心
で
あ
る
か
の
よ
う
な
見
解
、
念
仏
は
す
べ
て
他
力
で
あ
り
自
力

の
念
仏
は
な
い
か
の
よ
う
な
見
解
、
信
な
き
自
力
の
念
仏
に
も
称
功
が
あ
る
か
の

よ
う
な
見
解
等
、
宗
祖
の
意
に
反
す
る
と
思
え
る
よ
う
な
念
仏
強
調
過
多
の
主
張

が
み
え
る
の
で
あ
る
。

　
と
く
に
『
耳
喰
』
下
に
、

　
　
　
ヨ
シ
や
信
ジ
テ
モ
称
ヘ
ネ
バ
不
生
ナ
リ
。

と
あ
る
文
や
、
　
『
聞
記
』
　
（
二
六
）
第
十
一
、
誓
名
別
信
章
（
下
）
に
、

　
　
　
全
休
念
仏
語
々
と
云
ふ
と
、
何
か
別
の
行
法
の
逆
な
が
、
念
仏
が
弥
陀
を

　
　
頼
む
こ
と
。
我
が
叶
ず
し
て
仏
を
頼
む
が
念
仏
な
れ
ぽ
、
よ
く
弁
へ
て
み
る

　
　
と
念
仏
は
自
力
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
　
（
続
真
宗
大
系
二
十
一
の
二
七
七
）

と
あ
る
文
等
は
異
義
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
よ
う
な
表
現
に
さ
え
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
『
耳
喰
』
上
に
、

　
　
　
本
願
ノ
通
り
ニ
テ
ナ
ラ
ヌ
モ
ノ
、
往
生
モ
摂
取
モ
有
フ
筈
ガ
ナ
イ
。
サ
レ

　
　
バ
信
ジ
テ
称
フ
ル
モ
ノ
ヲ
バ
摂
取
ス
ル
ヂ
ャ
、
其
中
デ
信
ズ
ル
カ
ラ
称
ヘ
ル

　
　
デ
信
二
行
ヲ
コ
メ
レ
バ
念
仏
ノ
利
益
ニ
シ
テ
モ
ヨ
シ
、
ド
チ
ヲ
デ
モ
ヨ
イ
、

　
　
乍
去
摂
取
酒
石
イ
ッ
預
り
、
往
生
ハ
イ
ツ
定
ル
ト
イ
ヘ
バ
、
夫
ハ
称
ヘ
ル
迄

　
　
ハ
待
タ
ヌ
、
信
ズ
ル
ト
キ
ニ
定
ル
。

と
あ
り
、
ま
た
同
『
耳
喰
』
下
ニ
ハ
、

　
　
　
仏
恩
報
謝
ト
念
仏
ス
ル
飯
タ
ク
火
口
ハ
自
ラ
正
定
業
ノ
往
生
の
因
一
具
テ

　
　
居
ル
ナ
リ
、
然
レ
バ
マ
タ
称
ヘ
ネ
パ
往
生
が
定
マ
ラ
ヌ
欽
ト
云
二
往
生
ノ
定
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ハ
信
ノ
一
今
心
称
ヘ
ル
ヲ
待
ハ
セ
ヌ
。

と
あ
り
、
ま
た
『
聞
記
』
　
（
三
六
）
第
十
一
、
誓
名
別
信
章
下
に
、

　
　
　
た
ゴ
念
仏
し
て
見
る
と
、
念
仏
し
て
助
け
ら
れ
る
な
れ
ど
、
正
し
く
御
助

　
　
け
に
頼
る
の
は
、
称
え
ぬ
先
の
信
じ
た
と
き
、
即
ち
念
仏
申
さ
ん
と
思
い
た

　
　
つ
時
摂
取
に
あ
つ
か
ら
し
め
ら
る
エ
。
（
続
真
宗
大
系
三
〇
三
）

等
と
あ
る
。
上
引
の
「
ヨ
シ
や
信
ジ
テ
モ
称
ヘ
ネ
バ
不
生
ナ
リ
」
と
あ
る
よ
う
な

い
い
方
に
は
確
か
に
疑
念
を
い
だ
か
せ
る
が
「
往
生
ノ
定
ル
ハ
信
ノ
一
念
称
ヘ
ル

ヲ
待
ハ
セ
ヌ
」
、
「
正
し
く
御
助
け
に
預
る
の
は
称
え
ぬ
先
の
信
じ
た
と
き
」
と
述

べ
て
い
る
の
で
あ
り
、
念
仏
を
ま
た
な
い
信
一
念
の
と
こ
ろ
で
往
生
決
定
と
い
う

こ
と
を
誤
り
な
く
領
得
し
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
念
仏
の
自
力
・

他
力
・
に
つ
い
て
も
、
　
『
聞
記
』
　
（
十
六
）
師
訓
十
章
の
大
意
に
、

　
　
　
此
の
第
一
章
の
落
付
き
は
、
自
力
念
仏
を
卸
し
て
他
力
念
仏
の
信
心
を
あ

　
　
ら
は
す
信
心
肝
要
の
章
と
な
る
。
　
（
同
＝
六
）

と
あ
り
、
ま
た
同
『
聞
記
』
　
（
二
三
）
学
解
念
仏
章
に
は
、

　
　
　
今
此
章
の
終
り
に
「
な
に
ご
こ
ろ
も
な
く
本
願
に
相
応
し
て
念
仏
す
る
ひ

　
　
と
を
も
」
と
。
此
の
も
と
あ
る
に
目
を
指
す
べ
し
。
自
力
の
念
仏
者
を
す
て

　
　
る
の
は
よ
い
が
。
他
力
の
念
仏
ま
で
捨
て
る
が
悪
い
。
此
の
意
味
が
あ
る
の

　
　
で
「
他
力
真
実
」
と
営
ん
だ
も
の
。
自
力
念
仏
を
か
ね
て
は
説
か
ぬ
。
他
力

　
　
念
仏
の
真
実
を
宗
と
す
と
い
ふ
こ
と
。
　
（
四
二
三
八
）

等
と
あ
る
よ
う
に
、
自
力
・
他
力
の
念
仏
の
別
を
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の

で
あ
り
、
称
え
る
念
仏
は
全
て
他
力
の
念
仏
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
誤
っ
た
見
解

は
し
て
い
な
い
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
了
祥
師
は
、
念
仏
観
が
誤
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ

　
　
　
　
　
了
祥
師
の
「
誓
名
別
信
計
」
に
つ
い
て
の
疑
問

　
．
切

る
が
、
か
な
り
行
き
過
ぎ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
表
現
も
あ
る
ほ
ど
の
念
仏
強
調
派

で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

む
　
す
　
び

　
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
『
歎
異
抄
』
後
半
の
異
義
八
章
を
誓
戸
別
早
計
と
専

修
賢
善
計
の
二
つ
に
分
別
し
た
こ
と
は
世
紀
師
の
功
業
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
私
は
先
の
「
歎
異
信
貴
九
章
の
一
考
察
」
に
お
い
て
、
と
く
に
当
山
別
会
計

と
い
う
名
称
お
よ
び
そ
の
内
容
に
疑
問
を
も
っ
た
。
そ
れ
は
第
十
一
章
は
と
も
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

く
、
第
十
二
章
、
第
十
五
章
、
第
十
七
章
も
芸
名
別
信
計
に
属
す
る
も
の
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
か
ら
念
仏
ぎ
ら
い
で
念
仏
を
す
て
る
と
い

う
こ
と
が
ど
う
し
て
誓
名
君
信
計
と
つ
な
が
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
宗
祖
の
書
簡
等
か
ら
窺
わ
れ
る
こ
と
は
、
誓
願
不
思
議
と
名
号
を
不
思
議

を
別
物
と
考
え
る
一
派
や
多
念
を
批
判
し
念
仏
を
き
ら
う
一
派
が
当
時
あ
っ
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
派
が
同
一
派
で
あ
る
と
す
る
根
拠
は
特
に
見

出
せ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
了
祥
師
は
『
真
宗
亀
鑑
』
を
そ
の
根
拠
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
量
器
師
自
身
が
「
格
別
証
拠
ニ
ナ
ル
物
デ
ハ
ナ
ヰ
」
と
述
べ

て
い
る
よ
う
に
不
明
瞭
な
点
の
多
い
も
の
で
あ
り
、
検
討
の
必
要
は
あ
る
と
は
思

う
が
本
稿
で
は
根
拠
に
な
る
と
は
考
え
な
い
。
上
来
考
察
し
た
よ
う
に
了
軍
師
自

身
が
念
仏
強
調
派
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
当
時
念
仏
ぎ
ら
い
の
風
潮
が
あ
っ
た
た

め
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
気
持
か
ら
美
名
電
信
計
と
念
仏
ぎ
ら
い
と
を
結
び
つ
け
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
か
ら
誓
家
別
信
計
と
い
う
名
称
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
梅
原
真
隆
氏
や
金
子
大
栄
氏
は
了
祥
師
の
説
を
う
け
な
が
ら
、
梅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
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了
祥
師
の
「
誓
名
別
信
計
」
に
つ
い
て
の
疑
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

原
氏
は
美
名
別
業
計
を
概
念
派
と
も
呼
び
、
金
子
氏
は
学
面
恥
と
も
呼
ん
で
い

る
。
十
一
章
、
十
二
章
、
十
五
章
、
十
七
章
を
総
じ
て
い
う
言
葉
と
し
て
は
概
念

派
、
三
三
派
と
呼
ぶ
方
が
よ
り
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　　　　註
＠＠＠＠o＠＠＠

　，
⑨＠＠＠＠

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
三
六
の
一
（
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
刊
）
。

『
歎
異
紗
聞
記
』
　
（
続
真
宗
大
系
二
一
の
八
）

導
燈
（
同
二
七
七
）
。

細
川
行
信
氏
『
真
宗
教
学
史
の
研
究
、
歎
異
骨
・
唯
信
紗
』
十
五
頁

『
真
宗
法
要
』
の
こ
と
。
西
本
願
寺
で
親
鶯
聖
人
五
百
年
遠
忌
（
一
七
六
一
）
に

記
念
出
版
さ
れ
た
も
の
で
三
十
一
冊
か
ら
な
る
。
　
『
歎
亭
亭
』
は
第
八
冊
に
所

収
。

『
導
灯
紗
』
十
二
（
真
黒
全
二
の
六
七
三
）
。

⑤
に
同
じ
。

「
歎
異
抄
第
九
章
の
一
考
察
」
　
（
印
度
学
仏
教
学
研
究
第
三
六
の
一
、
昭
和
六
十

二
年
十
二
月
刊
）
。

多
屋
頼
俊
氏
『
歎
異
抄
新
註
』
、
姫
野
誠
二
氏
『
歎
侮
蔑
の
語
学
的
解
釈
』
、
　
『
浄

土
真
宗
聖
典
』
　
（
本
願
寺
）
、
　
『
真
宗
聖
教
全
書
』
等
参
照
。

『
親
鶯
聖
人
真
蹟
集
成
』
三
の
三
一
七
。

『
末
灯
紗
』
十
二
（
真
聖
全
二
の
六
七
三
）
。

上
引
の
『
末
灯
紗
』
九
の
こ
と
。

了
祥
は
『
異
義
集
』
巻
四
（
続
真
宗
大
系
十
九
、
二
二
九
頁
以
下
）
に
『
真
宗
亀

　
鑑
』
を
収
録
し
解
説
し
て
い
る
。

　
「
親
口
上
人
言
く
」
と
標
記
し
て
、
聖
人
の
短
篇
法
話
等
の
四
十
七
條
を
列
記

し
、
弘
長
三
年
四
月
六
日
暗
雲
位
、
と
あ
る
が
真
偽
不
明
で
あ
り
了
祥
は
偽
書
と

し
て
い
る
。
ま
た
制
作
の
年
時
が
大
い
に
新
し
く
正
中
巳
後
と
も
考
え
ら
れ
る
、

と
了
祥
は
述
べ
て
い
る
。

　
大
体
に
お
い
て
不
明
瞭
な
書
で
あ
り
、
正
中
巳
後
（
正
中
元
年
は
＝
二
二
四

⑭⑮＠＠⑱＠＠

一
二

年
）
と
も
考
え
ら
れ
る
と
す
る
と
、
歎
異
抄
制
作
の
年
時
よ
り
ず
っ
と
後
の
こ
と

と
な
り
、
歎
異
抄
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

了
祥
は
『
聞
記
』
で
作
者
を
唯
円
と
定
め
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
は
深
励

の
説
を
う
け
て
作
者
を
如
信
と
考
え
て
い
る
。

『
聞
記
』
　
（
二
二
）
第
十
一
、
誓
名
別
信
章
に
は
「
依
っ
て
此
の
章
は
誓
願
計
を

破
す
る
が
大
体
で
、
自
ら
専
修
賢
善
計
も
画
す
る
な
り
」
　
（
続
真
宗
大
系
一
二
二

四
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
専
修
賢
善
計
を
饗
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
は

い
る
が
、
大
体
は
誓
願
計
を
破
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
し
か
し
両
方
を
破
す
る

と
い
う
の
な
ら
、
目
鼻
自
身
が
念
仏
ぎ
ら
い
の
意
味
で
い
う
誓
名
望
信
章
と
第
十

一
章
を
名
づ
け
る
の
に
問
題
が
あ
り
は
し
な
い
か
。

五
、
教
学
的
立
場
か
ら
み
た
問
題
点
。

念
仏
即
信
心
的
見
解
、
自
力
念
仏
の
称
功
云
云
の
問
題
も
あ
る
が
、
大
き
な
問
題

を
感
じ
さ
せ
た
往
生
は
信
心
の
み
で
定
ま
る
こ
と
と
念
仏
の
自
力
他
力
の
分
別
は

な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
念
仏
観
そ
の
も
の
が
誤
っ
て
い
る
と
は
考
え
な
い
。

了
祥
の
否
定
す
る
高
田
本
は
文
献
的
に
価
値
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
第
十
五
章

が
誓
名
別
信
計
に
属
す
る
と
す
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。

『
歎
異
紗
』
　
（
角
川
文
庫
）
。

『
歎
異
抄
』
　
（
岩
波
文
庫
）
。

追
記

　
　
こ
の
拙
稿
は
容
易
に
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
資
料
で
あ
る
『
半
弓
抄
耳
准
』

　
を
細
川
行
信
先
生
の
御
好
意
に
よ
り
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
先

　
生
に
深
く
謝
意
を
申
し
述
べ
ま
す
。

　
　
尚
、
先
に
発
表
し
た
「
歎
異
抄
第
九
章
私
見
」
　
（
真
宗
研
究
三
二
、
昭
和
六
十
二
年

　
十
二
月
刊
）
、
　
「
歎
異
抄
第
九
章
の
一
考
察
」
　
（
印
度
学
仏
教
学
研
究
第
三
十
六
巻
の

　
一
、
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
刊
）
は
、
　
『
広
西
抄
耳
喰
』
を
直
接
に
読
ん
だ
上
で
の
考

　
察
で
は
な
か
っ
た
。
先
の
二
稿
に
お
け
る
重
要
な
点
で
あ
る
第
九
章
の
質
問
時
の
唯
円

　
を
、
了
葺
師
は
信
後
と
み
て
い
る
と
し
た
私
見
が
間
違
い
で
な
か
っ
た
こ
と
を
今
『
耳
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喰
』
を
直
接
読
む
機
会
を
得
て
一
層
確
信
さ
せ
て
頂
い
た
。

　
稿
中
で
も
ふ
れ
た
が
『
耳
喰
』
で
は
了
祥
師
は
作
者
を
深
励
師
と
同
様
に
如
信
上
人

と
み
て
い
る
。
作
老
が
誰
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
第
九
章
の
唯
円
の
見
方
が
変
わ
る
と
い

う
意
見
も
あ
る
が
（
作
者
が
唯
円
な
ら
ば
第
九
章
の
唯
円
は
必
ず
信
後
と
な
り
、
作
者

が
唯
円
で
な
け
れ
ば
信
前
に
も
な
る
）
、
了
祥
師
は
『
耳
喰
』
で
は
作
者
は
深
励
師
同

様
如
信
上
人
と
み
な
が
ら
第
九
章
の
唯
円
に
つ
い
て
は
深
励
師
が
信
前
と
し
た
の
に
対

し
て
『
耳
喰
』
も
『
聞
記
』
も
共
に
信
後
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
了
祥
師
が
『
聞

記
』
で
は
作
者
を
如
信
上
人
説
を
否
定
し
て
唯
円
説
を
述
べ
た
こ
と
は
稿
中
で
も
ふ
れ

た
こ
と
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
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了
祥
師
の
「
誓
名
別
信
計
」
に
つ
い
て
の
疑
問

一
三


